
平 成 １ ９ 年 度 第 １ 回 午後の部 (線 路)

電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項
１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １ ５ 時 ４ ０ 分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １ ６ 時 ０ ０ 分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １ ７ 時 ２ ０ 分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

通 信 線 路 ８ ８ ８ ８ ８ 線１～線15

専門的能力 通 信 土 木 ８ ８ ８ ８ ８ 線16～線27

線路主任技術者 水 底 線 路 ８ ８ ８ ８ ８ 線28～線41

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 線42～線46

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＣＦ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、「電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した線路主任技術者(『線 路』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は、『通信線路・通信土木・水底線路』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでください。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

７ 登録商標などに関する事項

(1) 試験問題に記載されている会社名又は製品名などは、それぞれ、各社の商標または登録商標です。

(2) 試験問題では、® 及び ™ を明記していません。
(3) 試験問題の文中及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号

0000000

11111111

2222222

3333

44444

55555

6 666

77 777

8

9

888

999

8

9

6

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｈ

Ｇ

4

5

6

7

4

5

6

7

8

9

Ｆ

00

333

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ
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試 験 種 別 試 験 科 目

線 路 主 任 技 術 者 電気通信システム

(参考) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。

次の問１から問２０までについて、それぞれ( )内に最も適したものを、各問の①～⑤の中か

ら一つ選び、その番号を記せ。 (５点×２０＝１００点)

問１ 図に示すように、磁束密度が( )Ｗb／ｍ２である平等磁界中に、長さ２０cｍの導体を

磁界の方向と３０度の位置に置いて、１０Ａの電流を流したとき、この導体に働く電磁力は、

６Ｎとなる。

 ① ０.０６ ② ０.１２ ③ ３ ④ ４.５ ⑤ ６ 

問２ 図に示すように無誘導抵抗４Ω及び２Ω、誘導リアクタンス３Ωを接続し、端子ａ－ｂ間

に交流電圧を加えたとき、２５Ａの電流が流れた。この回路の全消費電力は、( )Ｗであ

る。

 ① ９００ ② １,３５８ ③ ２,１５０ ④ ２,３２１ ⑤ ３,７５０ 

新図記号 旧図記号
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２０ cｍ 磁
　
界
　

ａ

ｂ

２

２５Ａ
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問３ ＦＭ波の復調には、図に示す( )回路も広く用いられている。

① 帰還形ＰＣＭ ② 比検波 ③ フォスターシーリー

④ ＡＤ－ＰＣＭ ⑤ ＰＬＬ

入 力 出 力
位 相 低 域

増幅器
比較器 フィルタ

(ＦＭ波) (ＡＭ波)

電圧制御
発 振 器

問４ 図の論理回路において、入力ａ、入力ｂ及び入力ｃの論理レベルをそれぞれＡ、Ｂ及びＣとし、

出力ｘの論理レベルをＸとするとき、Ｘをベン図で塗りつぶして表示すると( )となる。ただ

し、ベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれ円の内部を表すものとする。

問５ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７terでは、電話交換網で用いるデータ信号速度が４,８００bit／sの変復

調装置を標準化しており、キャリア周波数は１,８００ＨＺで８相差動位相変調方式を用い、変調

速度は( )ボーである。

 ① １,０００ ② １,２００ ③ １,６００ ④ １,８００ ⑤ ２,４００ 

入力ａ

出力ｘ入力ｃ

入力ｂ

①

④

② ③

⑤

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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問６ 図に示す回路において、定格電流(最大目盛値)１mＡ、内部抵抗１０Ωの電流計Ａを用いて、

定格電流１０mＡ及び１００mＡの多重範囲電流計とする場合、分流回路の抵抗値の組合せは、

( )とすればよい。

１ １
① Ｒ１＝１Ω、Ｒ２＝ Ω ② Ｒ１＝ Ω、Ｒ２＝１Ω

９ ９
１ １ ９

③ Ｒ１＝１Ω、Ｒ２＝ Ω ④ Ｒ１＝ Ω、Ｒ２＝ Ω
１０ １０ １０

⑤ Ｒ１＝１Ω、Ｒ２＝１０Ω

１００mＡ １０mＡ

Ｒ１ Ｒ２

Ａ

定格電流 １mＡ

内部抵抗１０Ω

問７ ディジタル信号のベースバンド伝送において、遮断周波数ｆcの理想低域フィルタを通過後のイン

パルス応答波形のナイキスト間隔Ｔｎは、 ( )で求められる。

１ ｆc １
① ２ｆc ② ③ ④ ２ｆc ⑤

２ｆc ２ ２ｆc

問８ アナログ信号を伝送する場合、大きな妨害となる雑音の一つは中継器等で発生する熱雑音をはじ

めとした基本雑音であり、基本雑音値Ｎは、Ｎ＝ｋＴＢＧＦ〔Ｗ〕で与えられる。ここで、ｋはボル

ツマン定数、Ｔは絶対温度、Ｂは周波数帯域、Ｇは中継器利得、Ｆは( )である。

 ① 搬送周波数 ② 変調指数 ③ 信号強度 ④ 雑音指数 ⑤ 遮断周波数 

問９ 伝送する情報量を一定とし、１符号当たりの多値レベル数を大きくすると( )。

① 変調速度は低減できるが、耐雑音特性は劣化する

② 変調速度には関係しないが、耐雑音特性は改善される

③ 変調速度は低減できるが、耐雑音特性には関係がない

④ 変調速度は高くなるが、耐雑音特性は改善される

⑤ 変調速度は低減でき、耐雑音特性も改善される

問10 ディジタル方式の電話交換網では、網内のディジタル信号のパルス繰り返し周波数を合わせる周

波数同期と、同一ノード内の複数のディジタル信号列のクロック位相及び( )位相を合わせる

位相同期の両方が必要になる。

① フレーム ② キャラクタ ③ ブロック

④ チャネル ⑤ トランザクション
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問11 入回線が無限大、出回線が２０回線の即時式完全線群において、この回線群に対し１０アーラン

の呼が加わり、呼損率が( )のとき、出回線能率は４９％となる。

 ① ０.０２ ② ０.０４９ ③ ０.２４５ ④ ０.５１ ⑤ ０.７５５ 

問12 インターネットのアクセス回線として、電話共用型ＡＤＳＬ方式を用いる場合、電話サービス信

号とデータサービス信号の分離、合成を行うために( )が設けられている。

① 符号器・復号器 ② 合波器・分波器 ③ スプリッタ

④ 変調器・復調器 ⑤ 切替器

問13 無線ＬＡＮの伝送方式には、小さい出力電力で、耐雑音性やセキュリティ性を確保するため、衛

星通信でも利用されている( )方式を用いたものがある。

① ブロードバンド ② 拡散変調 ③ 共通線信号

④ ベースバンド ⑤ 周波数変調

問14 インターネットのＴＣＰやＵＤＰプロトコルを用いて、電子メールを送ったり、ドメインネーム

をＩＰアドレスへ変換するサービスを受けたりする場合には、通信相手のホスト上のアプリケーシ

ョンを指定するため、( )番号を使用する。

① パスワード ② ユーザＩＤ ③ ＰＩＮ

④ ダイヤルイン ⑤ ポート

問15 アナログ電話網の信号方式において、( )、その端末の直流回路を開いて１ＭΩ以上の直

流抵抗値を形成することにより送出する監視信号は、切断信号といわれる。

① 着信側の端末が回線を一時保留するため

② 発信側の端末が回線を一時保留するため

③ 着信側の端末が通話を終了するため

④ 発信側の端末が通話を終了するため

⑤ 着信側の端末が故障等により使用不能になったとき

問16 データ通信において、１秒間に伝送できるビット数は、( )といわれる｡

① 処理速度 ② スループット ③ 変調速度

④ 情報転送能力 ⑤ データ信号速度
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問17 ディジタル衛星通信などで用いられる時分割多元接続方式は、( )という利点を持っている。

① 複数の無線局からの送信を一つの無線搬送周波数で処理できる

② ２無線局間の固定通信に適し、伝送帯域が小さくて済む

③ 各無線局間の送信時間の同期をとる必要がない

④ 多数の無線搬送波を使用するため、フェージングの影響を抑圧できる

⑤ スペクトルを拡散して送信するため、干渉波や妨害波の影響を少なくすることができる

問18 １００回線のアナログ伝送ケーブルで伝送する信号の総電力が５dＢmのとき、１回線当たりの

平均信号電力は、( )dＢmである。

 ① －３５ ② －２０ ③ －１５ ④ －０.０５ ⑤ ０.０５ 

問19 通信システムに用いられる静止形無停電交流電源装置(ＵＰＳ)の基本的な構成要素は、( )

である。

① 整流装置、コンバータ及び蓄電池 ② 整流装置、インバータ及び蓄電池

③ 整流装置及びスイッチングレギュレータ ④ 太陽電池、コンバータ及び蓄電池

⑤ ブースタコンバータ及びスイッチングレギュレータ

問20 一つの一次エネルギー源から二つ以上の二次エネルギーを取り出す( )システムは、発電と

同時に排熱を回収してエネルギー効率を高めた熱電併給システムである。

① クリーンエネルギー ② ロータリー ③ フィードバック

④ コージェネレーション ⑤ リサイクル


